
 

 

 

 自分が行っている研究や SSH 活動について定期的に振り返り、これまでの活動を評価

し、今後の活動を深めていきましょう。 

 評価には、次に示したルーブリック(目標達成度を評価する基準表)を用います。評価項目

で該当するものに☑をします。☑の数をもとにし、自分がどの到達レベルにあるか評価しま

しょう。全員の目標はレベル A に定めています。 

ルーブリック 

視 点 評  価  項  目 （２０項目） 

ノート活用 

（３項目） 

□M-STEP ノートを課題研究に活用できている。 

□M-STEP ノートを自己の記活動録として活用できている。 

□様々な場面で M-STEP ノートを活用し、多くの情報を記録している。 

課題研究 

（10項目） 

□課題研究のサイクルを実行し、自らの研究を深める姿勢が表れている。 

□先行研究や参考文献など、常に自らの研究に関する情報を集め記録をしている。 

□仮説検証実験の基本情報が記載されている。(日付、天候、方法、結果、考察など) 

□仮説検証実験の内容がきちんと整理されて記載されている。 

□表や図などを用いて、記載項目が記録されている。 

□詳細に使用した薬品や機器、調べた文献など、詳細に記録され、再現性がある記録されて

いる。 

□各種大会（地域・全国レベル）に出場し成果を発表した。 

□実験や検証などについて、考察がなされている。 

□事前・事後の研究との関連付けがあり、継続性がある研究がなされている。 

□具体的な課題テーマと、その仮説に対する模索が多数記録されている。 

各種行事 

（５項目） 

□各種行事の感想などを貼付するなど、いろいろなことについて記録を残している。 

□各項目の内容が正しく記載されており、かつ、自らの気づきが記入されている。 

□課題研究のテーマ発見、解決につながるアイディアが記録されている。 

□行事の内容記録だけでなく、関連情報など自らの活動に繋がる記録がなされている。 

□日常で考えたことや、気づき、考察などを記録している。 

その他記録 

（２項目） 

□自らの興味・関心を高めた出来事などについて、進路志望に繋がる記録がなされている。 

□進路志望に繋がるような、学問分野・研究などについて記録されている。 

 

レベル ルーブリックの評価項目について、☑がついた項目の数 

S １６～２０項目に☑がついた さらなる高みを目指しましょう。 

A １１～１５項目に☑がついた 順調に進んでいます 

B ６～１０項目に☑がついた 成長段階、さらにステップアップ 

C ０～ ５項目に☑がついた 基本が身についています 

   

👣 STEP４ 課題研究を深める 

👣評価と振り返り 



👣111 
 

 

 

 ルーブリックで☑がついた項目数でレベル S～C の評価をします。自己反省を記入し、他

者からの評価とコメントを記入してもらいましょう。そして今後の活動の計画を立て直そう。 

 

評価した日 自己評価 他者からの評価 

☑の数 

レベル 

反省など ☑の数 

レベル 

評価者 コメント 

 年  月  日 ☑の数 

レベル 

 ☑の数 

レベル 

  

 年  月  日 ☑の数 

レベル 

 ☑の数 

レベル 

  

 年  月  日 ☑の数 

レベル 

 ☑の数 

レベル 

  

 年  月  日 ☑の数 

レベル 

 ☑の数 

レベル 

  

 年  月  日 ☑の数 

レベル 

 ☑の数 

レベル 

  

 年  月  日 ☑の数 

レベル 

 ☑の数 

レベル 

  

 年  月  日 ☑の数 

レベル 

 ☑の数 

レベル 

  

 年  月  日 ☑の数 

レベル 

 ☑の数 

レベル 

  

 年  月  日 ☑の数 

レベル 

 ☑の数 

レベル 

  

 年  月  日 ☑の数 

レベル 

 ☑の数 

レベル 

  

  

評  価 
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5
4

3
2

1

求
め
て
い
る
レ
ベ
ル
を
越
え
て

達
成
し
て
い
る
。

求
め
て
い
る
レ
ベ
ル
を
十
分
に

達
成
し
て
い
る
。

求
め
て
い
る
レ
ベ
ル
を
お
お
む
ね
達

成
し
て
い
る
。

求
め
て
い
る
レ
ベ
ル
を
達
成
で
き
て
い
な

い
が
，
幾
分
の
努
力
が
認
め
ら
れ
る
。

求
め
て
い
る
レ
ベ
ル
を
達
成
す
る
に
は
大

き
な
課
題
が
あ
る
。

基
準
が
該
当
し
な
い
。

第
1回
　
黒

（　
　
/　
　
）
第
２
回
　
青

（　
　
/　
　
）
第
３
回
　
赤

（　
　
/　
　
）

先
行
研
究
調
べ

研
究
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
先
行
研
究
の

文
献
や
資
料
を
想
定
を
超
え
た
範
囲
ま

で
丹
念
に
調
べ
て
お
り
，
研
究
に
関
す
る

広
範
囲
な
情
報
を
得
て
い
る
。

研
究
テ
ー
マ
に
必
要
な
先
行
研
究
の
文

献
や
資
料
を
精
力
的
に
調
べ
て
お
り
，

研
究
を
遂
行
し
て
い
く
た
め
に
十
分
な
情

報
を
得
て
い
る
。

研
究
テ
ー
マ
に
必
要
な
先
行
研
究
の
初

歩
的
な
文
献
や
資
料
を
調
べ
る
こ
と
で
，

何
が
研
究
さ
れ
て
い
る
の
か
を
お
お
よ
そ

把
握
し
て
い
る
。

研
究
テ
ー
マ
に
必
要
な
先
行
研
究
を
多

少
調
べ
た
も
の
の
，
こ
れ
ま
で
研
究
さ
れ

て
き
た
内
容
を
十
分
把
握
で
き
て
い
な

い
。

研
究
テ
ー
マ
に
必
要
な
先
行
研
究
を
調

べ
て
い
な
い
。

こ
の
項
目
の
評
価
は
，
本
課

題
研
究
に
は
適
し
て
い
な
い
。

課
題
意
識
と

発
展
性

先
端
的
／
現
代
的
な
課
題
意
識
で
テ
ー

マ
設
定
が
な
さ
れ
て
お
り
，
今
後
の
研
究

に
よ
り
学
術
的
・社
会
的
な
問
題
解
決
へ

と
発
展
し
て
い
く
可
能
性
が
高
い
。

学
術
的
・社
会
的
な
課
題
意
識
を
も
と
に

テ
ー
マ
が
考
案
さ
れ
て
お
り
，
今
後
の
研

究
に
よ
り
課
題
解
決
に
結
び
つ
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

学
術
的
・社
会
的
な
課
題
意
識
を
も
と
に

テ
ー
マ
を
考
え
よ
うと
し
て
い
る
が
，
必
ず

し
も
目
新
し
い
発
想
と
い
うわ
け
で
は
な

い
。

学
術
的
・社
会
的
な
課
題
意
識
か
ら
考

え
た
と
い
うよ
り
も
，
表
面
的
な
発
想
か
ら

テ
ー
マ
設
定
を
行
っ
て
い
る
。

単
な
る
思
い
つ
き
に
よ
る
テ
ー
マ
設
定
で

あ
る
。

こ
の
項
目
の
評
価
は
，
本
課

題
研
究
に
は
適
し
て
い
な
い
。

計
画
・準
備
と

進
捗
状
況

デ
ー
タ
収
集
，
分
析
，
原
稿
作
成
な
ど
の

実
施
時
期
や
方
法
を
進
ん
で
担
当
教
員

に
相
談
・報
告
し
，
研
究
を
主
体
的
に
進

捗
さ
せ
て
い
る
。

デ
ー
タ
収
集
，
分
析
，
原
稿
作
成
な
ど
の

実
施
時
期
や
方
法
を
担
当
教
員
に
相

談
・報
告
し
，
計
画
ど
お
り
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
。

デ
ー
タ
収
集
，
分
析
，
原
稿
作
成
な
ど
の

実
施
時
期
や
方
法
を
担
当
教
員
と
検
討

し
，
若
干
の
遅
れ
は
あ
っ
て
も
お
お
む
ね

計
画
ど
お
り
に
進
め
て
い
る
。

実
施
上
の
日
程
計
画
や
方
法
に
関
す
る

検
討
や
担
当
教
員
と
の
打
ち
合
わ
せ
が

十
分
で
は
な
く
，
計
画
ど
お
り
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

実
施
上
の
日
程
計
画
や
方
法
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
た
め
，
見
通
し
を
持
た
な

い
ま
ま
そ
の
場
の
成
り
行
き
で
行
っ
て
い

る
。

こ
の
項
目
の
評
価
は
，
本
課

題
研
究
に
は
適
し
て
い
な
い
。

研
究
方
法
の

妥
当
性

研
究
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
，
緻
密

で
発
想
に
富
ん
だ
研
究
方
法
が
考
案
さ

れ
て
い
る
。

研
究
目
的
を
達
成
す
る
の
に
，
現
実
性

の
あ
る
研
究
方
法
が
具
体
的
に
考
え
ら

れ
て
い
る
。

研
究
目
的
に
照
ら
し
て
研
究
方
法
を
検

討
し
て
い
る
が
，
方
法
の
実
行
可
能
性
に

つ
い
て
は
，
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

研
究
方
法
は
考
え
て
い
る
が
，
研
究
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
検
討
が
不
十

分
で
あ
る
。

研
究
方
法
を
自
分
で
考
え
よ
うと
し
て
い

な
い
。

こ
の
項
目
の
評
価
は
，
本
課

題
研
究
に
は
適
し
て
い
な
い
。

好
奇
心
・興
味
関
心
・探

究
心

確
固
た
る
課
題
意
識
か
ら
研
究
に
着
手

し
，
強
い
好
奇
心
で
研
究
を
進
め
て
い

る
。
そ
の
た
め
研
究
テ
ー
マ
を
深
く
探
究

し
，
関
連
事
項
に
も
課
題
意
識
が
広
が
っ

て
い
る
。

自
ら
の
課
題
意
識
か
ら
研
究
に
着
手
し
，

興
味
が
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
，
研

究
テ
ー
マ
の
探
究
を
行
っ
た
こ
と
で
関
連

事
項
に
も
興
味
が
広
が
っ
て
い
る
。

研
究
を
進
め
る
に
つ
れ
て
興
味
を
抱
く
事

柄
に
出
会
え
た
た
め
，
関
心
を
も
っ
て
研

究
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

研
究
を
進
め
る
に
つ
れ
て
興
味
を
抱
く
事

柄
も
あ
っ
た
が
，
進
ん
で
研
究
テ
ー
マ
を

深
め
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
い
な
い
。

研
究
を
進
め
る
中
で
，
自
分
が
興
味
を
抱

く
事
柄
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

ま
た
は
，
研
究
テ
ー
マ
を
探
究
す
る
意
欲

に
欠
け
る
。

こ
の
項
目
の
評
価
は
，
本
課

題
研
究
に
は
適
し
て
い
な
い
。

創
意
工
夫
・

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

豊
富
な
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
，

調
べ
た
資
料
や
デ
ー
タ
か
ら
独
創
性
の

あ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
導
き
出
し
て
い
る
。

先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
，
調
べ
た
資

料
や
デ
ー
タ
を
自
分
な
り
に
解
釈
し
よ
うと

し
て
い
る
。

調
べ
た
資
料
や
デ
ー
タ
を
自
分
な
り
に

解
釈
し
よ
うと
し
て
い
る
が
，
解
釈
が
先
行

研
究
に
引
き
ず
ら
れ
て
い
る
面
も
あ
る
。

調
べ
た
資
料
や
デ
ー
タ
に
独
り
よ
が
り
な

解
釈
を
し
て
い
た
り
，
先
行
研
究
と
無
理

や
り
関
連
づ
け
た
り
し
て
い
る
。

調
べ
た
資
料
や
デ
ー
タ
の
単
な
る
羅
列

で
あ
っ
た
り
，
先
行
研
究
の
ま
る
写
し
で

あ
っ
た
り
す
る
。

こ
の
項
目
の
評
価
は
，
本
課

題
研
究
に
は
適
し
て
い
な
い
。

協 働 性

役
割
分
担
と

協
力

自
分
の
役
割
を
積
極
的
に
果
た
し
な
が

ら
，
他
の
メ
ン
バ
ー
の
手
助
け
を
行
い
，

グ
ル
ー
プ
研
究
で
行
う優
れ
た
研
究
を

リ
ー
ド
し
て
い
る
。

自
分
の
役
割
を
十
分
果
た
す
と
と
も
に
，

建
設
的
な
意
見
を
出
す
な
ど
，
グ
ル
ー
プ

研
究
に
貢
献
し
て
い
る
。

自
分
の
役
割
は
お
お
む
ね
果
た
し
て
い

る
が
，
他
の
メ
ン
バ
ー
へ
の
寄
与
は
さ
ほ

ど
大
き
く
な
い
。

自
分
の
役
割
は
自
覚
し
て
い
る
も
の
の
，

そ
れ
を
十
分
果
た
せ
て
い
な
い
。

自
分
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
せ
ず
，
グ

ル
ー
プ
の
他
メ
ン
バ
ー
に
頼
り
き
り
で
あ

る
。

こ
の
項
目
の
評
価
は
，
本
課

題
研
究
に
は
適
し
て
い
な
い
。

合
計
点

※
参
考
　
愛
媛
大
学
課
題
研
究
評
価
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
　
V
er
.1
.0

評
価
（各
項
目
点
数
）

領
域 テ ー マ 設 定 研 究 手 法 取 組 状 況

Ｓ
ト
レ
Ⅱ
　
「課
題
研
究
」ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
（プ
ロ
セ
ス
編
）

評
価
観
点

評
価
尺
度

0

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
を
〇
で
囲
み
、
評
価
欄
に
点
数
を
記
入
し
、
提
出
す
る
。
1回
目
は
黒
、
2回
目
青
、
3回
目
赤
で
記
入
す
る
こ
と
。

担
当
者
評
価

担
当
者
評
価

担
当
者
評
価
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日 付：  年  月  日  曜日 時間   

行事名：  

 内 容： 

 

 

 気づき 

👣さまざまな SSH 活動の記録（校外研修など）

（（

 

日 付：  年  月  日  曜日 時間   

行事名：  

 内 容： 

 

 

 気づき 
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日 付：  年  月  日  曜日 時間   

行事名：  

 内 容： 

 

 

 気づき 

日 付：  年  月  日  曜日 時間   

行事名：  

 内 容： 

 

 

 気づき 
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日 付：  年  月  日  曜日 時間   

行事名：  

 内 容： 

 

 

 気づき 

日 付：  年  月  日  曜日 時間   

行事名：  

 内 容： 

 

 

 気づき 
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  日 付：  年  月  日  曜日 時間   

行事名：  

 内 容： 

 

 

 気づき 

日 付：  年  月  日  曜日 時間   

行事名：  

 内 容： 

 

 

 気づき 
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 これ以降は資料を張り付けたり、メモをとったり、協議に使ったりなど自由に活用していきましょう。 

 

  

👣自由記録 
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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自由記載ページ  
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 長崎県立長崎南高等学校 

 平成２５年度 SSH 第１期指定 

 平成３０年度 SSH 第２期指定 

SSH 研究開発部・図書研修部・長崎南高等学校学而館（図書館） 

 ※複製・利用される場合は長崎南高校の承諾が必要です 

 201８年３月 発行・改訂 

2019 年３月 2 訂版発行 

2020 年３月 3 訂版発行 

2021 年３月 4 訂版発行 

2022 年 3 月 5 訂版発行 
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